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待
遇
が
こ
の
条
に
規
定
す
る
「
同
様
の
状
況
」
に
お
い
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
当
該
状
況
の

全
体
（
当
該
待
遇
が
公
共
の
福
祉
に
係
る
正
当
な
目
的
に
基
づ
い
て
投
資
財
産
又
は
投
資
家
を
区
別
す
る
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
を
含
む
。）に
よ
っ
て
判
断
す
る
。

３

こ
の
条
に
規
定
す
る
待
遇
に
は
、
国
際
協
定
に
規
定
す
る
国
際
的
な
紛
争
解
決
の
た
め
の
手
続
又
は
制
度
を
含
ま

な
い
。

４

こ
の
条
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
、
自
国
が
当
事
国
で
あ
り
、
若
し
く
は
当
事
国
と
な
る
自
由
貿
易
地

域
、
関
税
同
盟
、
共
同
市
場
、
経
済
同
盟
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
統
合
の
た
め
の
協
定
若
し
く
は
租
税
協
定
又
は

自
由
地
帯
（
注
）
か
ら
生
ず
る
利
益
、
利
点
又
は
特
権
を
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る

義
務
を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
。

注

こ
の
条
の
規
定
の
適
用
上
、「
自
由
地
帯
」
と
は
、
締
約
国
の
領
域
の
一
部
で
あ
っ
て
、
当
該
領
域
の
一
部
に
持
ち
込
ま
れ
た
物
品
が
輸
入
に
対
す

る
課
税
に
関
す
る
限
り
関
税
領
域
の
外
に
あ
る
と
一
般
的
に
み
な
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。

５

こ
の
条
の
規
定
は
、
一
方
の
締
約
国
に
対
し
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
前
に
当
該
一
方
の
締
約
国
が
署
名
し
た
国

際
協
定
に
基
づ
い
て
与
え
る
よ
り
好
ま
し
い
待
遇
を
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
及
び
そ
の
投
資
財
産
に
与
え
る
義
務

を
課
す
る
も
の
で
は
な
い
。

第
四
条

待
遇
に
関
す
る
最
低
基
準

１

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
あ
る
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
対
し
、
国
際
慣
習
法
に
基
づ

く
待
遇
（
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
並
び
に
十
分
な
保
護
及
び
保
障
を
含
む
。）を
与
え
る
。
締
約
国
に
よ
る
規
制
の
変

更
は
、
当
該
変
更
の
事
実
の
み
を
も
っ
て
第
一
文
の
違
反
を
構
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

２

１
の
規
定
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
待
遇
の
基
準
と
し
て
、
外
国
人
の
待

遇
に
関
す
る
国
際
慣
習
法
上
の
最
低
基
準
を
用
い
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。「
公
正
か
つ
衡
平
な
待

遇
」
及
び
「
十
分
な
保
護
及
び
保
障
」
の
概
念
は
、
当
該
基
準
が
要
求
す
る
待
遇
以
上
の
待
遇
を
与
え
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
、
追
加
の
実
質
的
な
権
利
を
創
設
す
る
も
の
で
は
な
い
。
１
の
規
定
の
適
用
上
、

⒜

「
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
」
に
は
、
世
界
の
主
要
な
法
制
に
具
現
さ
れ
た
正
当
な
手
続
の
原
則
に
よ
る
刑
事
上

若
し
く
は
民
事
上
の
訴
訟
手
続
又
は
行
政
上
の
裁
決
手
続
に
お
け
る
裁
判
を
行
う
こ
と
を
拒
否
し
な
い
義
務
を
含

む
。

⒝

「
十
分
な
保
護
及
び
保
障
」
の
要
件
に
よ
り
、
各
締
約
国
は
、
国
際
慣
習
法
上
求
め
ら
れ
る
程
度
の
警
察
の
保

護
を
与
え
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

３

こ
の
協
定
の
他
の
規
定
又
は
他
の
国
際
協
定
に
対
す
る
違
反
が
あ
っ
た
旨
の
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
条

の
規
定
に
対
す
る
違
反
が
あ
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。

４

一
方
の
締
約
国
が
投
資
家
の
期
待
に
反
す
る
行
動
を
と
る
又
は
と
ら
な
い
と
い
う
事
実
の
み
で
は
、
結
果
と
し
て

他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
投
資
財
産
に
対
す
る
損
失
又
は
損
害
が
生
じ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
条
に
規

定
す
る
公
正
か
つ
衡
平
な
待
遇
又
は
十
分
な
保
護
及
び
保
障
の
基
準
に
対
す
る
違
反
を
構
成
し
な
い
。

第
五
条

裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
る
権
利

一
方
の
締
約
国
は
、
自
国
の
区
域
に
お
い
て
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
の
権
利
の
行
使
及
び
擁
護
の
た
め
全
て
の

審
級
に
わ
た
り
裁
判
所
の
裁
判
を
受
け
、
及
び
行
政
機
関
に
対
し
て
申
立
て
を
す
る
権
利
に
関
し
、
当
該
他
方
の
締
約

国
の
投
資
家
に
対
し
、
同
様
の
状
況
に
お
い
て
自
国
の
投
資
家
又
は
第
三
国
の
投
資
家
に
与
え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で

な
い
待
遇
を
与
え
る
。

第
六
条

世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
と
の
関
係

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
世
界
貿
易
機
関
設
立
協
定
に
基
づ
く
両
締
約
国
の
権
利
及
び
義
務
に
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
七
条

適
合
し
な
い
措
置

１

第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
次
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

⒜

こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
し
な
い
現
行
の
措
置
で
あ
っ
て
、
締
約
国
の
中
央
政
府
が
附
属
書
Ⅰ
の
各
締
約
国
の
表

に
記
載
す
る
分
野
、
小
分
野
又
は
事
項
に
関
し
て
維
持
す
る
も
の

⒝

こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
し
な
い
現
行
の
措
置
で
あ
っ
て
、
締
約
国
の
地
方
政
府
が
維
持
す
る
も
の

⒞

⒜
及
び
⒝
に
規
定
す
る
措
置
の
継
続
又
は
即
時
の
更
新

⒟

⒜
及
び
⒝
に
規
定
す
る
措
置
の
改
正
又
は
修
正
（
当
該
改
正
又
は
修
正
の
直
前
に
お
け
る
当
該
措
置
と
第
二
条

及
び
第
三
条
の
規
定
と
の
適
合
性
の
水
準
を
低
下
さ
せ
な
い
場
合
に
限
る
。）

２

一
方
の
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
１
⒜
に
規
定
す
る
適
合
し
な
い

現
行
の
措
置
を
通
報
す
る
。
そ
の
通
報
に
は
、
適
合
し
な
い
現
行
の
措
置
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
留
保
事
項
に
つ
い

て
、
次
の
事
項
を
含
む
。

⒜

分
野
。「
分
野
」
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
分
野
を
示
す
。

⒝

小
分
野
。「
小
分
野
」
に
は
、
記
載
す
る
場
合
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
個
別
の
小
分
野
を
示
す
。

⒞

産
業
分
類
。「
産
業
分
類
」
に
は
、
記
載
す
る
場
合
に
は
、
適
合
し
な
い
措
置
の
対
象
と
な
る
活
動
で
あ
っ
て
国

内
産
業
分
類
又
は
国
際
産
業
分
類
の
下
で
行
わ
れ
る
も
の
を
透
明
性
の
観
点
か
ら
の
み
示
す
。

⒟

関
連
す
る
義
務
。「
関
連
す
る
義
務
」
に
は
、
第
二
条
又
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
義
務
で
あ
っ
て

１
⒜
の
規
定
に
従
っ
て
掲
げ
ら
れ
た
措
置
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
も
の
を
特
定
す
る
。

⒠

措
置
。「
措
置
」
に
は
、
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
法
令
そ
の
他
の
措
置
を
明
示
す
る
。「
措
置
」
の
事
項
に
記
載

す
る
措
置
は
、

こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
に
改
正
さ
れ
て
お
り
、
継
続
し
て
お
り
、又
は
更
新
さ
れ
て
い
る
措
置
を
い
う
。

当
該
措
置
の
委
任
を
受
け
て
採
用
さ
れ
、
又
は
維
持
さ
れ
、
か
つ
、
当
該
措
置
に
適
合
す
る
補
助
的
な
措
置

を
含
む
。

⒡

概
要
。「
概
要
」
に
は
、
適
合
し
な
い
措
置
を
記
載
し
、
又
は
留
保
事
項
が
対
象
と
す
る
措
置
の
一
般
的
な
、
か

つ
、
拘
束
力
の
な
い
概
要
を
記
載
す
る
。

３

第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
締
約
国
が
附
属
書
Ⅱ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
分
野
、
小
分
野
又
は
活
動
に
関

し
て
採
用
し
、
又
は
維
持
す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

４

い
ず
れ
の
一
方
の
締
約
国
も
、
附
属
書
Ⅱ
の
自
国
の
表
の
対
象
と
な
る
措
置
を
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後

に
採
用
す
る
場
合
に
は
、
他
方
の
締
約
国
の
投
資
家
に
対
し
、
そ
の
国
籍
を
理
由
と
し
て
、
当
該
措
置
が
効
力
を
生

じ
た
時
点
で
存
在
す
る
投
資
財
産
を
売
却
そ
の
他
の
方
法
で
処
分
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

一
方
の
締
約
国
は
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
日
の
後
に
、
１
⒜
に
規
定
す
る
適
合
し
な
い
現
行
の
措
置
を
改
正

し
、
若
し
く
は
修
正
す
る
場
合
又
は
附
属
書
Ⅱ
の
自
国
の
表
に
記
載
す
る
分
野
、
小
分
野
若
し
く
は
活
動
に
関
す
る

新
た
な
若
し
く
は
一
層
制
限
的
な
措
置
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
改
正
若
し
く
は
修
正
又
は
当
該
新
た
な
若
し

く
は
一
層
制
限
的
な
措
置
の
実
施
の
前
に
（
例
外
的
状
況
に
お
い
て
は
実
施
後
で
き
る
限
り
速
や
か
に
）、
当
該
改

正
若
し
く
は
修
正
又
は
当
該
措
置
の
詳
細
な
情
報
を
他
方
の
締
約
国
に
通
報
す
る
。

６

各
締
約
国
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
１
⒜
に
規
定
す
る
又
は
附
属
書
Ⅱ
の
自
国
の
表
に
掲
げ
る
適
合
し
な
い
措
置

を
削
減
し
、
又
は
撤
廃
す
る
よ
う
努
め
る
。

７

第
二
条
及
び
第
三
条
の
規
定
は
、
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
の
例

外
又
は
特
別
の
取
扱
い
と
し
て
貿
易
関
連
知
的
所
有
権
協
定
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
に
明
示
的
に
規
定
す
る
範
囲

内
に
あ
る
い
か
な
る
措
置
に
つ
い
て
も
、
適
用
し
な
い
。
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